　密度で当てよう

正体のわからない物質の種類を当てよう
物をこわしたり切ったりしないで調べる方法がある。

· 室町時代、一休さんというお坊さんがいました。将軍様から
「おい一休。この金の仏像が本当に全部金でできているか調べてみよ
ただし、仏像をこわしたり切ったりしてはならぬぞよ。」
と言われ、一休さんは、
「物によって、体積と重さの関係が決まっている」
ことを知っていた。そこで、仏像の体積と質量（てんびんで測った重さ）をはかり、金塊（金だとはっきりわかっているもの）の体積と質量を測って比較し、仏像がニセ物と。
　
◎調べたい物体の体積と重さの関係を調べると物の材質を当てるヒントとなる。
◎物質1cm3あたりの重さを（　　　　　　　）という。


式：

◎物質によって密度が違う。→同じ体積でも物質によって重さが（　　　　　　）
◎500mLの（　水　・　アルコール　・　濃い食塩水　）で一番重いのは（　　　　　　　　　）
メスシリンダーを使おう

◎メスシリンダーを使って50cm3はかろう。
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◎　50cm3　＝　（　　　　　）ｃｃ　＝　（　　　　　）mL
◎メスシリンダーを使うときの注意

→右の図のように水面は二重になっている。


どこを見ればよいのだろうか。矢印を書き込もう。
◎水を50cm3入れたところに測りたいものをそっと入れると、増えた分が入れた物の体積となる。

　
　☆注意点


①（　　　　　　　　　　）な台の上におく。

②目盛りは（　　　　　）から見る。

③目盛りは、二重の水面の（　　　　）の方を読む。


④目盛りは最少目盛りの（　　　　　　）まで読む。

◎右のメスシリンダー内の水は（　　　　　　　　）mLとなる。
1円玉の材質を当てよう

☆１円玉はある金属でできている。何でできているか調べてみよう。
◎１円玉は正式なお金（貨幣）なので傷をつけたり、変形させたりすると罰せられる。
→　傷付けないように質量と体積を調べ、密度を調べれば良い。
◎１円玉は27枚で実験すると良い（枚数の理由は体積を測るとわかる）
◎27枚の質量（　　　　　　　　　）ｇ　　　←電子てんびんではかる
◎27枚の体積（　　　　　　　　　）mL　　←27枚の理由
◎密度＝　質量　÷　体積　＝
◎教科書の密度の表で一番近い密度を持つ金属は（　　　　　　　　　　）
→　１円玉の材質は（　　　　　　　　　　　　　　）
密度でわかる物質の性質
☆密度で　「　水に浮くか？沈むか？　」　がわかる。
　◎水の密度　＝　（　　　　　　　　　）
・水の密度より大きいものは（　浮く　・　沈む　）
・水の密度より小さいものは（　浮く　・　沈む　）
☆密度で　「　油に浮くか？沈むか？　」　がわかる。
◎油の密度　＝　0.9 g/cm3　　　　　←　水よりも小さい
◎油の中で水は（　浮く　・　沈む　）
・天ぷらを油に入れたすぐで水分が多いと
（　浮く　・　沈む　）
・天ぷらがよく揚がり水分が抜けていくと
（　浮く　・　沈む　）
（　　　　　　）を調べると物質の種類がわかる
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メスシリンダーの拡大図


最小目盛りは、１ｍｌです
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